
そうじゃ  議会だより
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一
般
質
問

一
般
質
問今

後
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

問

人
口
の
将
来
推
計
は
財
政
見

直
し
や
政
策
立
案
の
基
礎
デ
ー
タ

に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

も
２
０
２
０
年
に
は
全
国
よ
り
も

３
年
早
く
３
割
近
い
高
齢
化
率
と

な
る
予
想
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
推
計
を
活
用
し
、
公
的
年
金
・

医
療
費
・
介
護
等
の
社
会
保
障
等

の
行
政
運
営
を
計
画
的
に
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

〈〈
頓

宮

美

津

子
〉〉

答

大
切
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。�

（
市
長
）

問

自
立
す
る
総
社
市
を
目
指
す

に
は
市
民
と
一
体
に
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
。
人
口
推
計
等

が
厳
し
い
状
況
も
市
民
と
共
有
す

る
た
め
、
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。

答

大
事
な
こ
と
な
の
で
、
や
っ

て
参
り
た
い
。�

（
市
長
）

問

教
育
行
政
に
お
い
て
は
既
に

活
用
し
て
い
る
と
思
う
が
、
市
内

の
格
差
是
正
に
役
立
っ
て
い
る
か
。

答

山
手
小
学
校
な
ど
推
計
に
反

し
て
子
ど
も
が
増
加
し
た
た
め
、

校
舎
を
増
築
し
た
。
格
差
是
正
に

つ
い
て
は
様
々
な
ケ
ー
ス
を
考
え

検
討
し
て
い
き
た
い
。�（
教
育
長
）

緊
急
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

問

救
急
安
心
カ
ー
ド
の
利
用

率
は
ど
う
か
。

答

38
％
と
少
な
い
が
、
役
に

立
っ
て
い
る
。
是
非
活
用
し
て

ほ
し
い
。�

（
消
防
長
）

問

携
帯
用
の
安
心
カ
ー
ド
を
高

齢
者
用
・
障
が
い
者
用
・
子
ど
も

用
な
ど
目
的
別
に
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

答

よ
く
検
討
し
て
、
是
非
作
っ

て
い
き
た
い
。�

（
消
防
長
）

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

問

平
成
20
年
に
対
象
年
齢
を
小

６
ま
で
上
げ
た
市
長
の
施
策
は
、

県
内
の
先
駆
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、

市
長
は
２
月
22
日
の
記
者
会
見
で

６
年
生
ま
で
の
無
料
化
及
び
中
３

ま
で
の
入
院
費
無
料
化
は
、
本
当

に
良
い
も
の
か
私
自
身
反
省
を
し

て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
厚
生

委
員
会
で
も
医
療
費
適
正
化
の
取

組
の
提
案
が
あ
っ
た
。
市
民
は
、

〈〈
難
　

波
　

正
　

吾
〉〉

市
の
取
組
を
知
っ
て
大
変
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
児
童
期
ま
で
は
病

気
に
か
か
り
や
す
く
、
ア
ト
ピ
ー
、

喘ぜ
ん

息
な
ど
長
引
く
病
気
も
増
え
て

い
る
。
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期

治
療
、
治
療
の
継
続
を
確
保
す
る

上
で
医
療
費
の
助
成
制
度
は
重
要

な
役
割
が
あ
る
と
い
う
の
が
市
民

の
声
だ
。
制
度
の
後
退
は
、
市
民

の
願
い
に
そ
む
く
も
の
で
、
安
定

的
で
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
運

営
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
長
は
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
。

答

こ
の
制
度
を
廃
止
に
追
い
込

む
と
か
、
自
己
負
担
額
が
ど
う
だ

と
い
う
こ
と
を
何
が
何
で
も
し
よ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

�

（
市
長
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

に
つ
い
て

問

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

財
政
的
な
投
資
を
す
る
こ
と

は
是
だ
と
思
う
。�

（
市
長
）

そ
う
じ
ゃ

吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

問

今
大
会
で
の
反
省
点
に
は
ど

う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
の
か
。

答

総
事
業
費
８
４
０
０
万
円
の

う
ち
市
の
負
担
は
１
８
０
０
万
円

で
あ
る
。
今
後
、
ビ
ッ
グ
ス
ポ
ン

サ
ー
を
募
り
市
の
負
担
を
減
ら
す

工
夫
を
す
る
。
ラ
ン
ナ
ー
の
交
錯

を
無
く
す
コ
ー
ス
設
定
、
道
幅
、

ま
た
、
受
付
、
開
会
式
、
ス
タ
ー

〈〈
村
　

木
　

理
　

英
〉〉

ト
地
点
、
ゴ
ー
ル
地
点
、
救
護
コ

ー
ナ
ー
の
動
線
を
改
善
す
る
。

�

（
市
長
）

問

県
、
岡
山
市
と
の
共
同
開
催

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

こ
れ
を
阻
む
理
由
は
わ
か
ら

な
い
。
県
が
上
、
総
社
市
が
下
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
ん
で
い

る
。�

（
市
長
）

障
が
い
者

千
人
雇
用
に
つ
い
て

問

「
雇
用
」
の
意
味
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

福
祉
的
就
労
や
民
間
で
の
実

習
も
含
め
て
雇
用
と
考
え
て
い
る
。

�

（
市
長
）

問

企
業
が
雇
用
で
き
な
い
環
境

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ど
う
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答

企
業
の
ニ
ー
ズ
と
障
が
い
者

の
技
能
の
細
か
い
マ
ッ
チ
ン
グ
を

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
す

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
市
長
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て

問

市
内
の
現
状
は
ど
う
か
。

答

20
団
体
で
一
万
三
千
戸
が
加

入
し
て
い
る
。�

（
市
長
）

問

小
学
校
単
位
に
窓
口
を
一
本

化
す
る
予
定
が
あ
る
か
。

答

15
の
小
学
校
を
単
位
に
補
助

金
を
一
括
化
す
る
。�

（
市
長
）

問

一
括
化
に
よ
っ
て
、
補
助
金

全
体
が
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

〈〈
笠
　

原
　

武
　

士
〉〉

答

減
少
が
目
的
で
は
な
い
。
自

由
度
が
増
し
て
、
地
域
が
よ
り
活

性
化
す
る
と
考
え
る
。�

（
市
長
）

問

一
括
化
に
よ
り
地
域
で
の
報

告
等
の
事
務
作
業
が
増
え
な
い
か
。

答

作
業
が
大
変
に
な
る
と
思
う

が
十
分
に
説
明
す
る
。�

（
市
長
）

問

市
の
窓
口
と
地
域
の
関
係
は

ど
う
な
る
か
。

答

現
状
の
窓
口
は
残
す
。

�

（
市
長
）

問

地
域
ご
と
に
特
性
や
慣
例
が

あ
り
、
画
一
的
実
施
は
困
難
に
な

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

山
手
、
清
音
は
合
併
前
か
ら

の
慣
例
が
あ
り
、
画
一
的
な
実
施

は
困
難
と
考
え
る
。�

（
市
長
）

問

小
学
校
単
位
で
は
、
人
口
や

面
積
の
差
が
大
き
い
。
地
域
の
特

色
に
合
わ
せ
た
実
施
方
法
を
考
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

基
本
的
に
は
小
学
校
単
位
で

実
施
し
た
い
。
地
域
か
ら
の
要
望

も
十
分
に
聞
い
て
実
施
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。�

（
市
長
）

子育て支援や新医療体系を紹介するパンフレット

「障がい者ワークわく　そうじゃ」就職面接会 救急安心カード

地域コミュニティの拠点としても活用されている公民館分館


